
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

山口県社協ニュース  第2１１号 

 

社会福祉法人 山口県社会福祉協議会 

       総務企画部 総務班 

〒753-0072山口市大手町９番６号 

TEL：083-924-2777 FAX：083-924-2792 

Email：ygshakyo@orange.ocn.ne.jp 

URL：https://www.yamaguchikensyakyo.jp 

令和８年１月１日発行 

やまぐちの 

ふくし 

トピックス 

県社協ニュース“やまぐちのふくし”では、毎月１回発行し、制度や施策の動向な

ど、随時情報提供していきます。 

「福祉・介護フェス2025」の開催について・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

福祉の魅力発見！秋の親子バスツアーの開催について・・・・・・・・・・・・３～４ 

令和７年度ふれあいいきいきミーティングの開催について・・・・・・・・・・５～６ 

「被災した時に生活を立て直すためのシンポジウム」のお知らせ・・・・・・・・・7 

寄附・寄贈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８～９ 

山口県社協行事予定表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

新年のごあいさつ 
 

          新年あけましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、健やかに新年を迎えられたこととお喜び申し上げ

ます。 

近年、人口減少・少子高齢化・核家族化の進行、価値観の多様化等に伴い、 

社会・経済の担い手の減少や地域社会における支え合い機能の弱体化など、地

域社会を取り巻く環境は大きく変化しています。 

近              こうした中、本会では、「住みたい地域で 誰もが 安心して 心豊かに 暮

らし続けることができる まちづくり」の実現に向け、『第７次福祉の輪づくり運動推進県域活

動計画』に基づき、地域住民をはじめ、各種団体と緊密な連携・協働を図りながら、地域福祉の

推進や生活支援事業の強化、福祉人材の確保等に積極的に取り組んでいます。 

また、昨年８月には本県においても大雨により住宅浸水等の被害が発生したところですが、こ

うした大雨をはじめ、近年の全国的な災害の頻発を踏まえ、災害対応力の強化にも重点的に取り

組んでいます。 

本年も多様な関係機関・団体等との連携強化を図り、本県福祉の向上に向けて取り組んでまい

ります。皆様には、こうした本会の取組に積極的なご参加、ご支援を賜りますようお願いいたし

ますとともに、本年が皆様にとって実り多い年となりますよう祈念いたしまして新年のご挨拶と

させていただきます。 

さて、少子                        社会福祉法人 山口県社会福祉協議会   

会  長    隅    喜  彦 

 

TEL:083-924-2777
mailto:ygshakyo@orange.ocn.ne.jp
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【杉田さんトークショー】 

山口県社協からのお知らせ 

 

1１月８日（土）に山口市小郡にある KDDI 維新ホールにおいて、「福祉・介護フェス 202５」を

開催しました。このイベントは、福祉・介護の仕事に興味のある方や仕事のモチベーションを上げ

たい現役の福祉・介護職の方を対象に、福祉・介護の仕事の面白さや魅力を広くお伝えすること

を目的に開催したもので、当日は約２６０人の方が来場されました。 

 

ステージイベントでは、山口県立大学のコーラスサークルと手話サ

ークルのコラボによる手話歌で幕開けし、続いて 7 歳で子役として

デビューし、1979年TBSドラマ「3年B組金八先生」に生徒役とし

て出演し話題を集め、その後もドラマやバラエティ番組などに出演さ

れている、杉田かおるさんによるトークイベントが開催されました。 

お母様の介護や、自然農業などについて、楽しくお話をされ、会場

の皆さんも笑顔で話を聞かれていました 

また、吉本興業の美祢市住みます芸人、ウッチィさんによる介護レクが披

露され、バルーンを使って分かり易いレクリエーションに皆さん興味を持た

れたようでした。当日はその他にも「介護テクノロジー体験」、「介護食の試

食や展示」、「働きやすい職場宣言事業所の事例発表」、「山口中村学園さん

によるブース」などがあり、多くの方が訪れておられました。 

 

介護テクノロジーではゲームをしながら筋力を付けるシステムや、

セニアカーの試乗に行列ができていました。 

介護食の試食には多くの方が興味を持たれ、色々な介護職を試食

されていました。 

出会いの広場にはキッチンカーの出店もあり、参加者のみなさん

は思い思いにイベントを楽しまれていました。 

 

【介護テクノロジー体験】 

【介護食の展示・試食】 
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《高齢者疑似体験》 

福祉の魅力発見! 秋の親子バスツアー
「福祉のおしごと出前授業」と「お楽しみイベント」

を開催しました

午後の「お楽しみイベント」は、好天の下「リンゴ狩

り（徳佐リンゴ観光協会）」、「野菜の収穫とピザ作り

（花の海）」、「美川ムーバレー」を親子で体験し、参

加された皆さんに大変喜んでいただきました。 

 

午前中の「福祉のおしごと出前授業」では、福祉の仕事

の意義や「やりがい」などについて講師の先生からお話し

いただき、全員で「だれもがしあわせに生きること」や「よ

り良い生き方」とは何かを考えました。 

また、高齢者疑似体験セットを利用して、高齢者の困り

感を体感した上で、車椅子で自走したり保護者が乗った車

椅子を実際に押して介助したりする「車椅子体験」などの

ほか、「視覚障害者のための工夫」、「とろみを付けた飲み物

の試飲」などの様々な体験を通じて、福祉の仕事について

楽しく学びました。 

 

≪とろみ剤（介護食）について学ぶ》 

《ピザ作り体験》 

 山口県福祉人材センターでは、次世代を担う子どもたちとその保護者に福祉の職場や仕

事の内容を知っていただき福祉・介護職の魅力ややりがいを伝えることを目的に、「福祉の

魅力発見! 秋の親子バスツアー 福祉のおしごと出前授業とお楽しみイベント」を開催して

います。９回目となる今回は、１０月上旬から１１月中旬にかけて県内の中央地域「阿東

地域交流センター」、西部地域「花の海」、東部地域「美川コミュニティセンター」の３施設

で２日間ずつ開催し、応募総数２５３組５６２名の中から抽選で決定した８８組１８８名

の方にご参加をいただきました。 

 

 

《高齢者疑似体験》 
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ツアー終了後のアンケートでは、小学生からは「福祉のお仕事の事は初めて知ったけど、

面白いと思った。」、保護者からは「子ども自身も福祉の仕事を通して、豊かな人生を考え

る時間を多く持てると思いました。」「子どもが将来福祉の仕事を望むなら、応援したいと

考えることができました。」などの声をいただくなど、今年も参加された皆さんに福祉の

仕事の魅力や、やりがいをしっかりお伝えすることができました。今後も子どもたちに福

祉の魅力を伝えられるよう工夫して企画してまいりたいと思います。 

 

◆問合せ先 

 福祉人材部（山口県福祉人材センター） 

 TEL：083-902-2355  FAX：083-902-5877 

  詳しくはホームページをご覧ください  山口県福祉人材センター 検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本会では、様々な福祉的なボランティア活動支援の一環として、皆様からいただい

たペットボトルキャップをリサイクル業者に買い取っていただき、その収益金を「世

界の子どもにワクチンを日本委員会」へ送金する「エコキャップ運動」に平成２５年度

から取り組んでまいりましたが、この度、令和８年３月３１日（火）をもって本会で換

金して送金することを終了させていただくこととなりましたので、御理解をよろしく

お願いいたします。長年にわたりご協力をいただき誠にありがとうございました。 

ペットボトルキャップ回収終了のお知らせ 
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令和７年１２月１１日（木）、山口県健康づくりセンター健康指導室において、「令和７年度 ふれ

あいいきいきミーティング」を開催しました。 

 本ミーティングには、県内各地でサロン活動の中心となって活躍されているサロンリーダー

や担い手の皆さまをはじめ、民生委員・児童委員、老人クラブ会員、社会福祉協議会職員など、

計５４名の参加がありました。 

 

講師として NPO 法人いきいきアクティビティサービス 理事長の奥田 祐子 氏をお迎えし、

「無理なく続けられる健康体操」をご指導いただきました。地域の方々にとってサロン活動は、レ

クリエーションを通じて無理なく体を動かす大切な機会であり、継続していくことがとても重要

です。 

 

音楽に合わせて楽しく体を動かす座位でできる体操や、 

手指の運動と判断力を組み合わせた脳トレなど、各地の 

サロンですぐに取り入れることができるレクリエーション 

を数多く紹介していただきました。 

 

日常生活の中で楽しみながら自然に体を動かすきっかけづくりや、運動を通じた心身のリフ

レッシュとなりました。また、地域づくりや健康づくりの担い手同士で交流を深める貴重な機会

となりました。 
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会場内は、参加者が歌い、拍手をし、笑顔で体を動かす姿が多く見られ、終始和やかで

活気にあふれた雰囲気となりました。参加者同士が自然に声を掛け合いながら取り組む

様子から、交流の輪が広がっていることも感じられ、盛況のうちに閉会となりました。 

 

参加者アンケートでは、「歌って、踊って、笑って、とても楽しかった」「すぐにサロンで実

践したい内容ばかりだった」「来年度の研修もぜひ奥田先生に学びたい」など、多くの好意

的な声が寄せられました。 

 

今後も本ミーティングを通じて、各地域におけるサロン活動のさらなる活性化を図ると

ともに、担い手同士がつながり、支え合える交流の場として継続的に取り組んでいきたい

と考えております。 

 
問合せ先  地域福祉部 生涯現役推進班 

        TEL ０８３－９２８－２３８５ 

全社
協出版図書のご案内

『月刊福祉』 1月号 

12月8日発売 定価 1，170円（税込） 

 

日本の高齢化率は２０１０年に 23％に達し、超高齢

社会を迎えました。２０２５年には団塊の世代が後期高

齢者となり、２０４０年には団塊ジュニア世代も高齢者

となることに加えて、一層の少子化と人口減少により

労働力人口が大幅に縮減するとの推計が示されてい

ます。本特集では、超高齢社会における高齢者のニー

ズや介護の今を追い、高齢者介護を支えるうえで核と

なる介護保険制度の現状と課題を確認しつつ、２０４０

年を見据えた高齢者介護を展望します。 
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寄附・寄贈

日 時：令和７年１２月１日（月） 午後2時３０分～午後３時まで 

会 場：山口県社会福祉会館 ３階 多目的会議室 及び 玄関前 

一般社団法人 生命保険協会 山口県協会では、社会貢献活動の一貫として、協会加盟各社の

協力により、福祉巡回車の寄贈並びに、障がい者支援を行っている団体に助成を行っています。 

この度、県内の１市社協、１団体への寄贈が決まり、 

贈呈式が行われました。 

【次第】 

（１）出席者紹介 

（２）生命保険協会 山口県協会 会長 あいさつ 

（３）山口県社会福祉協議会 会長 お礼の言葉 

（４）贈呈【マスコットキー・目録】 

（５）謝辞・感謝状贈呈 

【出席者】 

（１）贈呈者 一般社団法人 生命保険協会 山口県協会   会長 北島 孝俊 氏 

                             副会長 斉藤 伸一 氏 

                            事務局長 岩端 昭則 氏 
 

 

（２）受贈者 社会福祉法人 萩市社会福祉協議会      会長 小林 正史 氏  

        山口県肢体不自由児協会          理事長 槙本 利光 氏 

 

（３）県社協 社会福祉法人 山口県社会福祉協議会     会長 隅  喜彦 

専務理事 小野 嘉孝 

◆問合せ先 

総務企画部 総務班  TEL：083-924-2777 ＦＡＸ：083-924-2792 
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日 時：令和7年１２月１２日（金） 午後２時～午後2時３０分まで 

会 場：山口県社会福祉会館 ３階 多目的会議室 及び 玄関前 

浄土真宗本願寺派山口教区では、県内の市町における地域福祉活動の充実に少しでも役立ち

たいという主旨で、平成５年から毎年県内の社会福祉協議会等に福祉車両を寄贈されています。 

今年度の２台を含めると、６６台の福祉車両が山口県内の社会福祉に活用されています。 

 この度本会を通じて、浄土真宗本願寺派山口教区から周防大島町社協と平生町社協に寄贈い

ただくこととなり、贈呈式を執り行いました。 

【次第】 

（１）出席者紹介 

（２）浄土真宗本願寺派山口教区 教務所長 あいさつ 

（３）山口県社会福祉協議会 会長 お礼の言葉 

（４）贈呈【マスコットキー】 

（５）謝辞 

【出席者】 

（１）贈呈者 浄土真宗本願寺派 山口教区        教務所長 金山 正憲 氏   

                      仏教婦人会連盟副委員長 松野 圭子 氏  

        「御同朋の社会を目指す運動」（実践運動）山口教区委員会寺院活動支援部 

部長 林  文寛 氏   

 

（２）受贈者 社会福祉法人周防大島町社会福祉協議会     会長 河原 光雄 氏     

       社会福祉法人平生町社会福祉協議会       会長 吉賀 康宏 氏  

 

（３）県社協 社会福祉法人 山口県社会福祉協議会      会長 隅  喜彦 

専務理事 小野 嘉孝 

◆問合せ先 

総務企画部 総務班 TEL：083-924-2777 ＦＡＸ：083-924-2792 
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  ★研修センターで実施する研修はホームページをご覧ください。 https://yg-fkc.com 

日 曜日 行事予定 時間 開催場所 問合せ先 

２２ 木 令和７年度 罪に問われた高齢者・障

害者の支援に携わる福祉関係者のた

めの研修会 

13:00～16:00 山口県社会福祉会館 

大ホール 

生活支援班 

関係機関・団体と進める！ 

マッチング会議（エリア版）（県老連） 

10:00～15:00 ヒストリア宇部 生涯現役推進班 

23 金 シニアのためのスマホ安心講座・周防

大島会場【基礎編】（県老連） 

13:00～15:30 久賀総合センター 生涯現役推進班 

28 水 シニアのためのスマホ安心講座・田布

施会場【基礎編】（県老連） 

13:00～15:30 麻郷公民館 生涯現役推進班 

 

 

日 曜日 行事予定 時間 開催場所 問合せ先 

27 金 シニアのためのスマホ安心講座・山口

会場【応用編】（県老連） 

13:00～15:30 KDDI維新ホール 生涯現役推進班 

 

山口県社協 行事予定表
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